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ソバの 生長 ， 開花および結実に及ぼす開花始期前後の長 日処理の影響
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　普通ソバを 日長の短い秋に栽培 し， 開花始期の 前後の いずれかに長日処理を行なっ て，栄養体の

生長経過，開花の進行および結実を調査 し，日長の影響を花芽分化発育期の 日長の影響と開花登熟期

の日長の影響に分けて 明らかに しようとした．

　材料 と方法 ： 名城大学農学部構内で 1 ・5000
− 1a

ワグナーポッ トに 2．5   の砂壌土を詰め

高度化成肥料 （N ，P，　K ：15％ ， 15％，10％）5g を元肥施用 し，普通ソバ夏型品種の 「しなの夏

そレ劇 と秋型品種の 「宮崎在来t を，生育期間の自然日長力竰 日条件になるように 2000 年 9月 1 日

および 2001年 9 月 11 日に播種し，
1 ポッ ト 1個体として栽培し，追肥はしなか っ た 全生育期間

長日区 （U ンD，開花始期前だけ長日区 （LDBA ）， 開花始期後だけ長日区 （MAA ）および自然日長

区 （ND ＞の 4 処理区を設定した 朝と夕方に人工照明を行っ て 2000年は 16時間日長 2001 年

は 15 時間日長処理をした，− 3Eiに 1度主茎長を， 主茎各花房の開花始期を調査した．2001年は 11

Table　1，　 nowering 　in　different　day 　length　condltions 　tn　2000　and 　2001．
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　　hr，　and 　15　hr．　were 　appUed 　in　the　long　day　treatment 　plots　of 　2000　and 　2001respecUvely．

曹 　 The　data　at　55th 　day　after 　sowing 　were 　shown 　both　ln　2000　and 　2001 ．
鼎 　 CotyLedonary 　node 　was 　not 　included　in　the　first　fiower　node 　and 　in　the　number 　of 　n．odes 　

on
．　
main

　
s亡em ．

轍 The 　observat ！on 　was 　ended 　at　55　DAS 　and 　the　data　was 　averaged 　among 　bloomed　plants　o 【Hy ．

★ 轄 ☆ Increase 　of 亡he　numbers 　were 　not 　ended 　at 　75　DAS 　when 　the　numbers 　were 　measured ．
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月 25 日に収穫し， 主茎の枝分かれ花房   M 花房）の発生 花房別の 開花数，子実数および結実率

を測定した 子実を 1 ヶ 月以上風乾後，個体別に完熟子実 20 粒を選び 子実 1粒重を測定した な

お 子葉節を第 0節として茎上方に向けて節位番号を付げ 主茎節数に子葉節は含めなかっ た．

　結果 と考察 ：　生育全期間の長日処理によ っ て初花節位が高くなり，開花始期が遅れ，咲き上が

り速度が低下レ 主茎の花房数が増加して σrable　1），主茎の伸長期間が長期化し （Fig．1），1 花房

当り開花数は増加 し （Fig．　2）， 子実数および結実率が減少した （rable　3）．以上 の生長反応は秋型品

種の宮崎在来が厦型品種のしな の夏そばよ り著しく， 特に主茎の伸長期間の延長 咲き上がり速度の

低下 子実数お よび結実率の減少は著しか っ た．開花始期後の主茎の伸長，主茎花房数の増加および

咲上がり速度の低下につ いて は 開花始期後に起る生長であっ ても開花始期前の日長の影響が強かっ

た．しかし，結実率および子i鐵 につ いては開花始期前だけでなく開花始期後の 日長の影響もみられ

た．子実 1粒重には日長時間の影響がなかっ た 伽 le　3）．開花始期前が長日で開花始期後短日にな

ると ， しなの夏そばでは DM 花房の発生が増加し rrable　2），主茎子実数力贈 加した rrable　3）。
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F  ．1．Increase　of　rnain 　stem 　length　ln　dlfferent
　 　 　 day 　length　condlttons 　in　2001 ，価 e　bars
　　　ilthe　Flgure正ndlcate 　standard 　error ．

TaUe 　2．（iCcurence　of 　DM 　clusters 　on 　rnal 【1　stem 　in
　　different　day　length　eonditions 　in　2001．
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　 　 Node 　number 　on 　ma 圭n 　stem

Hg ．2．　 the　number 　of　fiowers　per 　f【σ wer 　clu8 七er　in （近fferent
　 　 day　length　cond 産tions正n 　2GOl，
串 In　LDBA 　of 　Shinanonatsusoba ，　a　lot　of　flower　clusters
　forked正nto 　two 　or 　more 　branches　With 　no 　leaf，　whlch
　 were 　nameci 　DM 　clusters　in　this　paper ．τhe 　sQ苴d　llne　and
　 dQtted　Une　of 口）BA 　indicate　the　number 　of 　fiowers
　 eXpreSsed　by　the　sum 　and 　the　average 　of　indlvid岨 1
　 branches 　wtthln 　a 　DM 　cluster 　respeciively ．

Table 　3．　 Seed　yield　and 　eeed
−
settlng 　ratio 　on 　maln

　 stem 　in　dlfferent　day 　length　conditions 　tn　2001．
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